
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この書類に関するお問い合わせ （制作・ 倉本） MAIL kodomo.pinkliberty@gmail.com TEL 080-1433-5233 

公演企画書

2018年11月13日(火)‐11月18日(日)　下北沢 小劇場楽園
脚本・演出　山西竜矢

ピンク・リバティ第四回公演



ピンク・リバティの第四回本公演となる本作「夕焼かれる」は、
短編映像作品『さよならみどり』での第６回クォータースターコンテストグランプリ受賞や、舞台『ローファー
ズハイ 』への脚本提供、演劇とコントのコラボレーションイベント『テアトロコント』への出演など、
精力的に活動の場を広げる山西竜矢が書き下ろした約一年半ぶりの新作長編であり、初のミステリー作品です。

また、今公演より、ピンク・リバティは劇団子供鉅人の番外企画という冠を外し、単独の演劇ユニットとして独
立して活動することとなりました。これは、確立し始めたピンク・リバティ独自の世界観をより深め、新たな一
歩を踏み出すための決断です。

枠組み、内容の両面で進化していくピンク・リバティの最新公演「夕焼かれる」を、
皆様に是非ご覧いただきたいと思っております。以下、ご拝読下さいましたら幸いです。

この作品を創るにあたって、最初に幾つかの短い文章を書き出した。
ただ思い浮かんだイメージや風景に寄り添って、徒然に詩のようなものを書き連ねていくという作業だった。
できるだけ意識の外から来るものを作品化したいと思ってのことだったが、僕としては初めての試みで、うんう
ん唸りながら机に向かうことになった。
数日その作業を続けていると、そのうちの一つが、なんとなく僕の中ですとんと来た。
一番赤い夕焼けを探していた男は それを見つけたとたん ゴウゴウと燃えて灰になってしまった―

キャッチコピーにもなっているこの言葉を反芻し、何度も口の中で転がしているうち、
やがて、橙の光を背に燃え去った男の影の形や、そこに残る焦げ臭い匂い、
様々なイメージがぼんやりと生まれていき、徐々に明瞭になっていった。
そこから「夕焼かれる」という作品のタイトルと、その輪郭は浮かび上がってきたのだった。

本作「夕焼かれる」は執着することの虚しさをメインテーマに据える。
それは、今までのピンク・リバティ作品群の根底に流れているテーマであり（公演を重ねていく中で気が付いた
ことだが）、おそらく僕という人間の核となる重要な要素だ。

この物語の主軸となる登場人物・志度実は、強い執着心に体の芯を支配された人間である。
作中の彼は、自分にとって理想の世界を夢想し、固執し諦めようとしない。
結果として殺人という許されない罪を犯してしまう彼の、もがき苦しむ幼児のようなその姿は、明らかに愚かな
ものであると同時に、人間が持つ根本的な虚しさや、おかしみを孕んでいる。

この作品は、僕自身の持つ執着心への戒めの作品であり、執着と戦いそれを乗りこなそうとする全ての人々に捧
げる作品であり、また、仄暗い執着の沼に溺れそうになった時に思い出すべき、ささやかな希望に焦点を当てた
作品である。

代表 山西竜矢

■企画意図

■はじめに



■あらすじ

一番赤い夕焼けを探していた男は それを見つけたとたん 

ゴウゴウと燃えて灰になってしまった 

晩秋の夕暮れ。和やかな風がススキを揺らす河川敷で、若い男の死体が発見された。
犯人の男は直ちに検挙され、事件は解決を迎えたが、警察の取り調べに男は意味不明な発言を繰り返した。
―――ゴウゴウ ゴウゴウ ゴウゴウ―――
都内雑誌社に勤める青年・谷田兼は、この奇妙な事件の取材に乗り出すのだが―――
一年半ぶりのピンク・リバティ新作公演は、
執着をテーマに描かれる、ある男の虚しい愛と転落の物語。

大村わたる
柿喰う客／青年団

平井珠生 大島萌 山西竜矢
ピンク・リバティ／子供鉅人

半田美樹土屋翔
劇団かもめんたる

中山まりあうらじぬの
子供鉅人

葉丸あすか
柿喰う客

橋口勇輝
ブルドッキングヘッドロック

■出演者



写実的かつサスペンスフルな脚本

今回、脚本執筆のため、過去最長の取材期間が設けられました。
本作の登場人物である、週刊誌記者やペットショップの店員、ストーカー被害者などに、山西が実際に会って話
を聞き、彼らの生の声を物語のベースに盛り込んでいます。
しかし、この作品は決して、それらの取材から得た写実性のみに焦点を合わせることを目標としません。
あくまでリアリティーのある人物像や写実的な会話劇を下敷きとし、それら人々の声を、
娯楽性の高いサスペンスフルな虚構として再構築しています。
生々しい人物たちの息遣いと、観客をハラハラさせる物語としての展開の両立を狙った、
大変挑戦的な戯曲を「夕焼かれる」は目指します。

奇特で幻視的な演出法

ピンク・リバティが旗揚げからこだわり続けている「カオティックなイメージ」を、本作では演出面の効果とし
て生み出すことに挑戦しています。
過去・現実・妄想が他団体の作品では見られないスピードで次々と入り混じる構造が生み出す「そこにいない人々」
と「そこにいる人々」が常に折り重なっていくような幻視的な全体演出は、これまでのピンク・リバティ作品の
集大成的なものであると言えるかもしれません。

粒立った個性的な俳優陣

劇団子供鉅人から本作に出演するのは、うらじぬの・山西竜矢の二人のみ。
さらに、前回公演『人魚の足』より続投する葉丸あすか（柿喰う客）や半田美樹など山西作品の常連メンバーに加え、
約130 名のオーディション参加者から抜擢された、大村わたる（柿喰う客／青年団）、土屋翔（劇団かもめんたる）、
橋口勇輝（ブルドッキングヘッドロック）など、個性豊かな俳優たちが作品の世界を彩ります。

ピンク・リバティ「夕焼かれる」公演ＣＭより　https://www.youtube.com/watch?v=75VySF6SsXo

■作品の特徴



劇団子供鉅人所属の山西竜矢が脚本・演出をつとめる演劇ユニット。

写実的に切り取られた生々しい情景と、奇妙でカオティックなイメージとがないまぜになることで生まれる、

現実世界に限りなく隣接した虚構世界を描く。

文芸性と娯楽性の両立をポリシーに、物語に重心を置いた作品作りを行っていることも特徴の一つである。

2016年3月「艶やかなマチルダ」で旗揚げ。同年11月、女性の性愛への渇望をテーマとした「ふでをならう」で

各方面から高い評価を得、翌年2017年6月には、さびれた地方都市を舞台とした群像劇「人魚の足」を上演し、

旗揚げから約一年半で動員700人を突破。本作「夕焼かれる」から、劇団子供鉅人の番外企画としてではなく、

俳優　脚本家　演出家　映像監督　　

ピンク・リバティ代表／劇団子供鉅人／レプロエンタテインメント 所属

1989 年香川県生まれ。同志社大学卒。

よしもとクリエイティブエージェンシーにてピン芸人として活動後、俳優業へ転向。

子供鉅人の音楽劇『HELLO HELL!!!』出演を機に、2014 年春より劇団員となる。

自ら俳優として舞台・映像で活躍する傍ら、脚本・演出・映像監督としても精力的に活動。

2016 年に自身が脚本・演出をつとめるピンク・リバティを旗揚げ、昨年 2017年には

第 6 回クォータースターコンテストにて脚本・監督した短編映画「さよならみどり」が

グランプリを受賞するなど、その活動の場を広げている。

単独の演劇ユニットとして独立して活動することが決定した。

《脚本・演出》   2018 年 テアトロコント vol.26　ピンク・リバティ「不倫旅行」

  2017 年 ウズマキプロデュース「ローファーズハイ!!」於 浅草九劇（脚本のみ提供）

  2017 年 ピンク・リバティ vol.3「人魚の足」於 シアター711

  2016 年 ピンク・リバティ vol.2「ふでをならう」於 新宿眼科画廊

  2016 年 ピンク・リバティ vol.1「艶やかなマチルダ」於 明大前キッド・アイラック・ホール

  2015 年 ロ字ック 鬼 FES.2015 こどもはれんち『デンネデンネ』於 シアター風姿花伝

  2013 年 飴玉エレナ『転がる紳士たち』於 元立誠小学校・音楽室 ＊京都学生演劇祭大賞受賞

《脚本・監督》   2018 年 長編映画「葉子のこと」＊PFF アワード 2018 一次審査通過

  2017 年 短編映画「さよならみどり」＊第６回クォータースターコンテストグランプリ受賞

  2017 年 短編映画「小世界」＊日本芸術センター第9回映像グランプリ予選通過／一般公開

■代表プロフィール

■ピンク・リバティとは

山西 竜矢 ヤマニシタツヤ



ピンク・リバティ　第四回公演

『夕焼かれる』
脚本・演出　山西竜矢

出演

大村わたる (柿喰う客／青年団)/平井珠生/橋口勇輝 (ブルドッキングヘッドロック)/大島萌/
山西竜矢 (ピンク・リバティ／劇団子供鉅人)/うらじぬの (劇団子供鉅人)/土屋翔 (劇団かもめんたる)/
中山まりあ/半田美樹/葉丸あすか (柿喰う客)

日時
2018年11月13日(火)‐11月18日(日)

13日(火) 19:30 ●
14日(水) 19:30 ● 
15日(木) 19:30 ●
16日(金) 14:00 ● ／ 19:30 ◯
17日(土) 14:00 ◯ ／ 19:00
18日(日) 13:00 ◯ ／ 17:00

＊●印の回は上演後にゲストを招いたアフタートークがございます。
＊〇印の回は上演後に出演者によるアフタートークがございます。
＊アフタートークのゲスト・その他詳細については公式WEBで随時発表致します。
＊受付開始は開演の40分前／開場は開演の30分前

場所
下北沢 小劇場楽園

〒155-0031 東京都世田谷区北沢2-10-18 藤和下北沢ハイタウンB棟地下1階 tel／03-3466-0903
京王井の頭線・小田急線「下北沢」駅　北口より徒歩５分

スタッフ

チケット予約
一般前売3500円 ／ 当日4000円（全席自由席）

※未就学児入場不可
予約フォーム https://ticket.corich.jp/apply/94130/
※お申込み後、ご確認メールを送信させていただきます。必ずcorich.jpからのメールの受取許可設定をお願い致します。

お問い合わせ
ピンク・リバティ [制作 倉本]　kodomo.pinkliberty@gmail.com　080-1433-5233

■公演情報


